
(別紙様式4)

【職業実践専門課程認定後の公表様式〕

令和5年 6月 30日 ※ 1

職業実践専門課程の基本情報について

(留意事項 )
1 公表年月日(※ 1)
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後1か 月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度7月 末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空構|としてください
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「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」こついては、「文部科学省における尊修学校卒業者の「就職率」の取扱しЧこついて(通知)(25文科生第596号 )」 に留意
し、それぞれ、「大学 短期大学 高等尊門学校及び尊修学校卒業予定者の就輪(内 定)状況調査」又は「学校基本調査Jこおける定義に従います。
(1)「大学 短期大学 高等尊問学校及び専修学校卒業予定者の就職(内 定)状況調査」における「就職率」の定義について
0「就職率」については 就職希望者に占める就職者の割合をいい、雹問査時点における就職者数を就職希望者て除したものをいいます。
②「就職希望者Jとは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得Jな どを希望する者は含みません。
G「就職者」と1よ 正規の臓員(雇 用契約期間が1年以上の非正規の朧員として就確とした者を含む)として最終的に就職した者(企 業等から採用通知などが出された者)を い
います。
※「就母載(内 定)状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし 卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目宇履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
(2)「学校基本調査」における「卒業者に占める就4載者の割合」の定義について
1●「卒業者に占める就職者のgI合 Jとは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
12「就

'主

」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自灰 自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就li
者とはしません(就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う)。
(3)上 記のほか、「就職者数(関連分野)」 は「学校基本調査」こおける「関連分里猟こ就職した者Jを記載します。また、「その他Jの料は、関連分野へのアルバイト者数や進
学状,〔P幸について言Rttt主す^

3主な学惨成果(※ 3)
認定誤程において取得目標とする資格 検定等状況について記裁するものです。|'国家資格 検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、1?1国家資格 検定のうち、惨7と
同時に受験資格を取得するもの、0その他(民間検定等)の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述樹には 各認定学科における代表的
な学惨成果(例えば、認定学科の学生 卒業生のコンテスト入貧状況等)について記載します。
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医療 医療専門課程 作業療法科
平成 23年 文部科学省
告示第 170号

学科の目的

認定年月日

修業年限

対象者が自立てきるよう支援し、作業療法士として主体的に責任を持つて行動できる能力」「作業療法に関する基礎矢Π識と技術を習得
におけ 実践できる能力」「柔軟な思考力と 主 的な行動力を持ち、作 業療法の発展に積極的かつ創造的に取り組める

昼夜 講義 演習 実 習 実験 実枝

4 昼 間
3,590 1,305 11065 1,040 0 120

160人 90人 2人 6人 26人 32人

学期制度
期 :4月 1日 ～9月 30日

期 :10月 1日 ～3月 31日
成績評価

■原 子真表

各科 日について、出席率、lttR業 態度、試験の成績、レポート 課題
の脱ユ膏挙歩総合むれに鋤室 I 剪下の4砕階熟 lii″十ス^

長期休み

日夏 季 :

日冬 季 :

日学年末 :

8月 28日 ～9月 21日
2月 24日 ～1月 8日
3月 23日 ～3月 31日

卒業・進級
条件

1 当該学年において、履修すべき学科目(必須科目)のうち、履
惨を認定されない学科目が 1をキロ以上あれば、進級 卒業できな

2履 惨すべき学科日のいずれかについて、出席回数が総援業
回数の3分の2未満の者は、進級・率葉てきない。

学修支援等 Э担任による定期的 継続的個別面談の実施及び保護者との密接
な連携強化
の成績不振者に対する個別指導強化及び補習の実施

課外活動

①各種企業プロジェクト実行委員会
②ボランティア実行委員会
③学回祭実行委員会
④体育大会実行委員会その他
■Ⅲ ―力 jフ !=お  ヽ    若

就亀隻等の

状況※2

病院

主な学惨成果
(資格・検定等 )

日国家資格・検定/その他 民間検定等

作業療法士 ② 14人 14人

※種男Jの桐には 各資構 積定について 以下の l)～ 0のいずれ力Wここ久当す
るか記転する。

Э国家資得横定のうち体7と同時に取得可能なもの
分国家資権 検定のうち ,卜 7と同

'寺

に受験資1とを取岳するもの

Эその他(民間検定等)

日自由記述欄
(,1)認定学利の学生 卒業生のコンテスト入賞状況等

■′7元職 指 導 P司容

就職を専門に支援するキャリアセンターを設置し 一人ひとりの希望に

沿つて 履歴書指導、面接 t旨導、求人獲得、企業見学 採用試験の設定
から内定獲得交渉宇を個別に行つている。また 仮に卒業式まてに就職
が決まらなくても、全ての学生の就職が決まるよて 卒業後も支援を行つ

日卒業者に占める就1駐者の割合

由その他

100

令れ1'に ,=キ 茉イに日〕ろ

中途退攀
の現状

B中途退字者
令れ1■ 年 4月 1回

'十

点において
令れ15年 3)131口

'寺

点において

日中途退学の主な理由

進路変更

3名       日中選手
在■者7S名 (令 和 l ιfil月 1日 入学者を含む )
在半考754(令和学ド3月

'1日
卒業者を含む )

38%

日中退防止 中退者支援のための取組

①成績不振者に対する個別指導強化及び補習の実施②付属の慶戒会クリニックによる健康管IE(受診料実費負担なし築代負担なし)⑥進路変更希望
者に対しては、担任と共に専任の進路変更委員が支援を行う。本人の希望に基づき滋慶学圃グループ内への転校痺云科が可能④担任による定期的 継
続的個別面談の実施及び保護者との連携強化⑤常駐の臨床心理士(カウンセラー)による早期介入支援(メンタルサボート)6′学費や経済面のサポート
は、事務局会計課 尊任のファイナンシャルアドバイザー 奨学金担当がきめ細かな支援を行つている

経済的支援

制度

四学校独自の奨学金・援業料等減免制度;有
6)滋慶奨学金(在校生対象の貸与型奨学金・無利子)
②学費分割納入制度(無 金和|・手数料等無、保証人不要)
⑥長期履修制度(留 年に伴う学費免除)

■専門実践教育訓練給付: 〕,給 付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第二者による

学校評価

日民間の評l]6機関等から第二者評価 i無
※有の場合、例えば以下について任意記載
(言キ価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページuRヒ )

当該学科の
ホームベージ
υRと

HTTPツ /wwwiken ac D/



1「専攻分野に関する企業、団体等 (以下「企業等」という。)との連携体制を確保して、子ジ業科目の開設その他の教育課程の編成を行つていること。」関

(1)教 育課程の編成 (授 業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。)における企業等との連携に関する基本方針

(2)教 育課程編成委員会等の位置付け

理事会の下に設置された教育課程編成委員会において討議した内容を十分に考慮したうえで、学科会議において編成を行うものと
委員会の適切な運営は理事会が担保することになつている。また、教員組織規則において、「委員会の審議を通して示された企業等の要請その他の情
報、意見を十分に生かし、実践的かつ専門的な職業教育を実施する教育課程の編成に努める」ことが明記され、この定めに従つて委員会を運営する。(以
下図により、編成意思決定の過程を示す )

(教育課裡編成委員会)     (学 校 学科)    (教 育課程編成委員会)    (学 校・学科 )

D(実 行 ) C(チ エック)

(3)教 育課程編成委員会等の全委員の名簿

許山 勝弘
公益社団法人 福岡県作業療法協会
理事

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) ①

丸田 淳司
医綴法人誠和会 牟田病院
Jハ出 J手―ラ¬レm ttl岳

令和5年 4月 ,日 ～ 令和6年 3月 81日 (1年 ) ③

坂下 電也
睦,景な人偲′州雲 偶 むl偲′州雲痴 l九

リハビリテーション科 こ‖室長
令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) ③

土本 佳正
偶 Iむl医に スホーツ専門7薇
事務局長

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

古谷野 潔
禍 むl医健 'スボーツ専門学校
学校長

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

河口 青児
偶 1苗l医促・ス不―ツ専門字校
滸桂長・教務部長

令和う年1月 1日 ～ 令和0年 3月 31日 (1年 )

松原 敏昭
褐 |とl医健・スボーツ専門学校
教務事務部岳

令和5年 4月 ,日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

永田 敬生
福岡医健・スボーツ専門学校
作業簿浅科 学科岳

令和5年 4月 1日 ～ 令和0年 3月 91日 (1年 )

※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～⑥のいずれに該当するか記載すること。
(当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の‖司は「―」を記載してください。)
①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業鼻団体、職能団体、
地方公共団体等の役職員(1企 業や関係施設の役職員は該当しません。)
②学会や学術機関等の有識者
③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

(4)教 育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

教育課程編成委員会は年2回開催し、第1回 目を毎年5月 、第2回 目を翌年 1月 に実施している。今年度開催 (予 定)日 時は以下の通り。また、委員会欠席
委員に対しては個別に意見聴取を行うなど、必要に応して、適宜適切に分科会等を開催する場合がある。

(Fテ弓催日時 )

第1回 令和 5年 5月 19日 15:30～ 1700

第2回 令和 6年 1月 26日 13:OO～ 1500(予 定 )

(5)教 育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

キュラムの改 課題等を具体的に明記。

習教育者 (SV) 頂いた。これに対処すべく、11
てヽ

して

のSVに対し
する。

で 、 次年度よ

問わず全 した意見として、各委 からは、「コミュニケーション
的人格形成」「自主性 主体性 積極性の育成」「仕事観 職業観の碓立による
これらを基に、コミュニケーションスキル検定の導入や授業内容・方法の改善を図 授業以外の教科指導、

て、キヤリア教育の充実に向けた検討・環境整備に取り組んている。
生活指導、就職指導、国

A(改善 )P(プラン)

「企業等と連携して、実習、実技、実験ヌは演習 (以下「実習 '演習等」という。)の授業を行つていること。」関係

に非常勤講師を依頼するなど、授業内容を業界関係者と共に企画立案し、その実施及び達成度評価を行つている。

臨床見学実習

地域リハヒリテーンョンにおける診糠チームの
一員として作業療法士と共に行動し、作業療法
の見学ならびに対象者や他スタッフとの関わり

を通して学ふ。

員塚病院 田部病院 力9野病院 4妥十字福岡病院 いきいきり

戸整形外科医院 介韻老人保健施設 サンライズ壱岐

ハビリクリニック■申

臨床評価実習

臨床場面において、対象者との接し方、評価、
プログラム立案や他のスタッフとのかかわり方
を習得する。

水戸病院 原宿リハビリテーション病院→冨岡脳神経外科病院 .1)万里整形外14

病院 人分中村病院 東京品川病院 員塚病院 名瀬穂洲会病院 野田病院 柿
テA病 院 光武内科循環器科病院 鶴日病院 !申戸整形外科医院 障がい児者医

療生活支援ホーム虹の家

臨床実習 I
各疾病、各年齢層の対象者について評価、間
題点の抽出から再評 l面までの流れを把握し、
実習教育者の下で作業療法を習得する。

高知大学医学部附属病院 糸島医師会病院 県南病院 徳之島病院 奄美病院
受野記念病院 光武内科循環器科病院 貝塚病院 福岡整形外イ4病 院 東京品
川病院 太宰府病院 4田病院 議田病院 ,中 戸整形外r4医院 大森整形外科医
院 らそうむ内科リハビリテーションクリニック 虹の家

臨床実習Ⅱ

各戻病、各年齢層の対象者について評価、問
題点の抽出から再評価までの流れを把握し、
実習教育者の下で作業療法を更に深〈習得す
る、

光武内科循環器:4病 院 大分中村病院 宮崎江南病院 ↑冨岡ほ洲会病院 博愛
会病院 カロ野病院 水戸病院 億之畠病院 種子島医療センター 貝塚病院 東筑

病院 西福岡病院 牟田病院 1申戸整形外科医院 聖マリアヘルスケアセンター

良創夢デイサービスセンター

(3)具 体的な連携の例※科目数については代表的な5科目1三ついて記載。

て し

行つてしし

は

実習 の

のし

現場の のプロ

して取

るヽ。司ド 、 としての
に、教員による実習巡回を通して指導担当者 情報共有を図り

」という「産学共同教育」を開校以来実践してきた。即戦力として
ている。このため、特に実習 演習科目に於いては、現場の第

「学校と業界 をが協力 てし 戦力の 材を育成し、人 り出す業界に送業界が求める即
て専門知業界と連携し ・技竿fi哉 力人 間 した人材育を有 成を行つ

線で活躍す

(1)実 習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

(2)実 習 演習等における企業等との連携内容



3 て 専攻分野におけ 」関係

(1)推 薦学科の教員に対する研修・研究 (以下「研修等Jという。)の基本方針

規定において

して、目

の向上などを
等が開催する

(2)研 修等の実績

実施 日

参加者

内 容 業療法に関す

人

21日
員 1名

3日

(オンライン)

実施日 :

参加者 :

の最前線にお
員 1名作

内 容 :テーマ「医学

令和 4年

研修名:FDミクロレベル<クラスマネジメント>研修
主 催 :一般財団法人 滋慶教育科学研究所
実施日:令和4年 5月 26日
参加者 :作業療法科専任教員1名

内 容 :クラス運営の方法や具体的な学生支援について学ぷ (オンライン)
研修名 :隠床冥習指導者福岡県語習会
主 催 :公益財団法人 日本理学〕芸法士協会
実施日:令和4年 7月 9日・10日
参加者 :作業療法科尊任教員2名

内 容 :臨床実習制度の理念と概要、臨床実習指導に必要な事項について

①専攻分野における実務に関する研修等

研惨名 :第 47回 日本高次脳機能障害学会学術総会
主 催 :一般社団法人 日本高次脳機能障害学会
実施日 :令和5年 10月 28日・29日
参加者 :作業療法科専任教員1名

内 容 :高次脳機能障害における知識・技術の研1賞

(3)研 修等の計画

実施日 :令和5年 12月 ～6年 2月
参加者 :作業療法科専任教員1名

内 容 :作業療法士の養成に携わる専任教員のために球要な知識・技術を習得することを目的とする

(2第 3研修名
催主 人

参加者:作業療法科専任教員1名
内 容:マネジメントに関する基本的な知識を得る。メンバーを生かしながら自組織の目指ず姿を達成ずるための打ち手を立案し実践する。
自分のマネジメントの現状と課題を把握する。

令和 月 13日・14日
主 催 :

実施日 :

令和 5年 9月
主 催 :一般財団法人 滋慶教育科学研究所

4「学校教育法施行規貝!第 139条において準用する同規則第67条に定める評価を行い、その結果を公表していること。また、評価を行うに当たつては、
当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

(1)学 校関係者評価の基本方針

「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、学校関係者として、卒業生、保護者、地域住民、高等学校、企業により構成される学校関係者評価委
員会を組織し、この委員会が、学校が行つた自己点検・自己評価の内容を審議・評価して、様々な角度からアドバイスや支援を行うことを通して、学校運営
の改善に活用することを方針とする。

(2)「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

(1

(3)学 校関係者評価結果の活用状況

力 とヽ、 不合格を招く大きな要因となるとの意見であつた。これに対処すべく、入学前年の10月 より入学
その った。入学選考科目に学力試験を導入する件については、他学科との兼ね

たヽが、そ

くの意見

ほしい」「
を頂いた

と

て 力

率 の 力

を共有し、 つてし

の

(令和5年 4カ 1日 現在 )

村田 栄治 村田整骨院 院長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (柔 道整復科 )

要 信義 要鯨灸院 院長 令和5年 1月 ,日 ～ 令和6年 3月 31回 (1年 ) 企業等委員 (鍼灸科 )

橋本 惨二
ri雲医療 活 人財 回 迎 灰 雲 嶺 I逝l本田日 ,両 院
瞑 磨 ,童隆 菫 十幹

令ネB5年 4月 1日 ～ 令和0年 3月 31日 (1年 )
企莱等委員

福田 智 医療法人 せと山荘クリニック 統括部長 令 r日 5年 4月 ,日 ～ 令和6年 3月 3,日 (1年 ) 企業等委員 (理学療法科 )

丸田 淳司 医療法人誠和会 牟田病院 医療部門科長 令 IΠ 5年 4月 I口 ～ 令和6年 9月 31日 (1年 , 企業等委員 (作業原法科 )

~楽
西 浩平

医 燎 な 人千二回 「女否 3らんさい画 科 クリニツク
理 室 再

令和5年 4月 十日～ 令和6年 3月 3,日 (1年 , 企業等委員 (歯科衛生士科 )

今里 安江 医療法人社団 扶洋会 秦病院 看護部長 令和6年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (看護科 )



安積 研ニ AcroBats株 式会社 取締役会長 令イΠ5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員
(スポーツ科学料】

中西 祐介 株式会社サンドラッグ 人事部採用課主任 令和5年 4月 1日 ～ 令和0年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (薬業科 )

谷口 貴隆 スポーツ科学科 卒業生 令和6年 4月 1日 ～ 令和0年 3月 31日 (1年 ) 卒業生代表

冨崎 尚美 在校生 (鍼灸科2年 )保護者 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 保護者代表

稲富 勉 福岡県立香椎高等学校 校長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 高等学校関係者

戎崎 淳― 福岡市博多区大浜公民館 館長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 地域関係者

※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。

(5)学校関係者評価結果の公表方法・公表時期 令和5年 6月 30日 (前回 令和4年 6月 30日 )

広報誌等の刊行物 ,その他 ( ) )

企業等に対し、当 Ⅲるこ

(1)企 業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

学校で毎年定める事業計画の実行方針て提起された目標 (カリキュラムのイノペーション、中途退学率の低減、就職 100%、 国家試験合格率100X等 )を具現
化するために、企業等からヒアリングを行い、業界の動向を踏まえた実行計画を作成している。その為にも、学校の方針や考え方に加え、様々な詳細情報
を十分に理解して頂いた上で、意見やアドバイス、支援を頂くことが重要となる。企業等への具体的な情報提供方法としては、学校関係者評価委員会や教
育課程編成委員会、業界関係者である非常勤講師との講師会、キャリアセンタースタッフによる企業訪間、企業とタイアップして行うイベント等あらゆる機
会を活用して、積極的に情報の提供を行つている。

(2)「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

(2)各 学科等の教育

(3)教 職員
(4)キヤリア教育・窯践的H住業教育

史人方法 疋員 在校生数 カリキユラム 字年歴 ンラバス 卒栗選イサt判 定基′

「
H又得する杯号

取得を目指す資格 資格試験合格実績 主な就職先

教職員数 学校組織図 教員の実績
キヤ[J7掛奮ロードマッヽプ 学県石J:盛 キャ[Jアヤラな一 繊踏指道

(6)学 生の生活支 l景
子麦 ,死聴 来 J技 軽「素来 蕨 写 資 T日 酸 進 玲 賓 コ:来 J歳 来 子汽働 円甲述 遅 字 り,止来

度

文 際 市J

(7,7笙 綱何笠・惨字文手歳
(8)学 校の財務
(9)学 校評価
(10)国際痺雄の状況

字費一百 美字金 教育ローン
~条
内

財務資料

学校関係者評価委貫会
留攣十す擢 寂雙牛の辱 入ね】(:P,卜 国の聾静ナの本補 ,大 ,,

※(10)及び(11)については任意記載。

(3)情報提供方法ホームページ 広報誌等の刊行物

URL: httpノ /www iken acjp/



(別紙様式¬-2)

授業科目等の概要

(医療専門課程作業療法科)令和 5年度

授業科目名 授業科目概要
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1 O 心理学

全人的 リハ医療を実践するために、患者本
意の医療者を育成するための医療行動科学
の考え方と方法について説明できる。

1 30 2 O O O

2 O 医学総論 I
現代社会の医療分野で生起する倫理問題に
適切に対処するため、必要不可欠な生命倫
理に関する基礎的事項を説明できる。

1 15 1 ○ ○ ○

3 ○ 医学総論Ⅱ

複雑化する現代社会の中で、心身の健康や活力のた
めに展開されるレクリエーションが実践できる。ま
た、障がい者スポーツの基本を説明でき、障がいに
応じたスポーッの支援ができる。

3 15 1 ○ O O

4 O 物理学

物理学は医療においても重要であるため、
人間の運動の科学や各法則など、基礎とな
る力や運動、仕事やエネルギーについて説
明できる。

1 15 1 ○ O O

5 O 生物学
解剖学・生理学等の基礎専門科目を学ぶ基盤
を作るために、生物学の基本が説明でき
る。

1 30 2 〇 ○ ○

6 ○ 情報処理学 I

パソコン・インターネット等、ITの基本的
な仕組みを理解 し、情報収集 =解析・発
信・コミュニケーションの道具として使う
ことができる。

1 30 2 O O ○

7 ○ 情報処理学 Ⅱ
医療統計に必要な統計理論を理解し、医療
現場における情報を収集 し、分析ができ
る。

3 15 1 O ○ ○

8 O 人間関係論 I
対象者やその家族・職場での人間関係につ
いて、これ らの基礎 となる人間関係に必要
な基本的コミュニケーションができる。

1 15 1 ○ ○ ○

9 〇 人間関係論 Ⅲ
対象者やその家族・職場での人間関係につ

いて、多職種連携に必要な応用的コミュニ

ケーションができる。

3 15 1 ○ 〇 ○

10 O 国際教育学 I
国際教育理念のもとで、グローバル化 した

社会に対応できるよう医療機関で求められ
る英会話ができる。

1 30 2 ○ ○ ○

11 ○ 国際教育学 Ⅲ
医療人として必要な現場でのカルテ・処方
箋などに使われる医療英語が理解でき、海
外研修に必要な英語が使える。

1 15 1 ○ ○ 〇

12 ○ 文章表現

知 り得た情報から自分が理解できたことを
文章で伝えることができる。自分が考えた
こと、その理由づけを文章で書けるように

なる。

1 30 2 ○ 〇 〇



13 ○ 解剖生理学 I

人体の基本構造・運動器系の範囲を中心に
身体各部の形態と機能の相互連関を学び、
全体として生命を維持する人体について説
明できる。

1 30 2 O ○ ○

14 〇 解剖生理学Π

血液系・免疫系・内分泌系・循環器系の範
囲を中心に身体各部の形態と機能の相互連
関を学び、全体として生命を維持する人体
について説明できる。

1 30 2 ○ ○ ○

15 ○ 解剖生理学Ⅲ

細胞・組織 。発生学、呼吸器系・消化器系・泌尿器
系・生殖器系の範囲を中心に身体各部の形態と機能
の相互連問を学び、全体として生命を維持する人体
について説明できる。

1 30 2 ○ ○ ○

16 ○ 解剖生理学Ⅳ
神経系の範囲を中心に身体各部の形態と機
能の相互連関を学び、全体として生命を維
持する人体について説明できる。

1 30 2 O O ○

17 O 機能解剖学 I

解剖学をより運動学的に学び、特に上肢・

頸部・下肢・体幹の筋機能に関 しての講
義・演習を行い、骨・関節・筋による運動に
ついて説明できる。

1 30 2 O ○ O

18 O 機含ヒ解音1学 H

解剖学をより運動学的に学び、特に上肢・

頸部 ・下肢・体幹の筋機能に関 しての講
義・演習を行い、骨・関節・筋による運動に
ついて説明できる。

1 30 2 O ○ O

19 O 運動学 I

人体の運動器の基本構造 と機能、運動力
学、さらに身体運動の機構について説明で
きる。また、上肢の構造と機能についても
説明できる。

1 30 2 ○ ○ ○ ○

20 ○ 運動学 Ⅱ
下肢の構造と機能、運動力学、さらに身体
運動の機構について学び、随意運動のメカ
ニズムを説明できる。

1 30 2 ○ ○ 〇 ○

21 〇 人間発達学
乳・幼児期から老年期まで、各段階におけ
る精神的・人格の発達、身体的発達、また

発達の障害を説明できる。

1 30 2 ○ ○ ○

22 O 病理学

疾病に共通する総括的問題の病理学総論に
ついて学び、人体の各臓器における特徴的
な病態像を理解することにより、疾患・本
態を説明できる。

1 30 2 ○ ○ ○

23 ○ 臨床心理学
医療における臨床心理学的な支援の必要性
とその背景、ならびに実践を行う際に必要
とされる知識・技法について説明できる。

1 30 2 ○ ○ O

24 ○ 内科学
臨床医学の中の内科疾患について、その病
態生理から原因・経過・治療・予後に至る
まで、医学的知識について説明できる。

2 30 2 O O ○

25 O
一般臨床医学
I

救急病態の総論・各論について説明でき
る。また、老年医学の病態や治療方法につ

いて説明できる。

2 30 2 ○ O O

26 O
一般臨床医学
Ⅱ

薬物の作用機序や投与方法、体内動態に関
する基本的事項を理解した上で、対象疾患
に関連した薬物療法の考え方について説明
できる。

2 15 1 〇 ○ 〇

27 ○
一般臨床医学
Ⅲ

各分野の疾患について、その基本的病態や

特徴について説明できる。また、栄養 H代

謝障害や画像診断について説明できる。

2 30 2 〇 O 〇



28 〇 整形外科学 I
運動器の障害とリハ ビリテーションとの関
係は密であり、その総論・各論について説
明できる。

2 30 2 O ○ ○

29 O 整形外科学 Ⅱ
運動器の障害とリハビリテーションとの関
係は密であり、その総論・各論について説
明できる。

2 30 2 ○ ○ ○

30 O 神経内科学
神経疾患の各論からリハ ビリテーションま
で、その医学的背景を理解 し、評価・治療
について説明できる。

2 30 2 ○ O O

31 ○ 精神医学
精神障害を引き起 こす主な疾患の病因 =病
態生理・症候・診断について説明できる。

1 30 2 〇 ○ ○

32 〇 小児科学
小児特有の病態を理解し、基本的な知識を
身につけ、リハビリテーションにおける正
確な評価・治療について説明できる。

2 30 2 O O O

33 O リハビリテー
ション医学

リハビリテーションに関わる疾患を理解す
るとともに、その後の障害の評価や治療に
ついて説明できる。

2 30 2 O ○ ○

34 O リハビリテー
ション概論

リハ ビリテーシ ョンの理念 と目的を理解
し、 リハ ビリテーションに関わる他の専門
職の概要や具体的なアプローチ方法等につ

いて説明できる。

1 30 2 〇 ○ ○

35 O 社会福祉論

現代社会における社会福祉の基礎から、各
分野におけるサービスの理解、多様化する
社会福祉問題、今後の課題について説明で
きる。

1 30 2 O O ○

36 O 職業関連技術
論

就労支援を中心とした障害者のキャリア支
援を理解 し、作業療法の流れと役割につい
て説明できる。

2 30 2 O 〇 O

37 ○ チーム医療論

リハビリテーションに関わる地域福祉、他
職種連携、ケアマネジメントについて、そ
の仕組み と作業療法士の役割を説明でき
る。

3 30 2 ○ ○ ○

38 O 作業療法概論
作業療法の定義・目的・歴史や作業療法の
流れ・役割・各領域の専門性について説明
できる。

1 30 2 ○ ○ O

39 O 基礎作業学 I
作業学に関わる基礎知識 と作業分析 を学
び、作業分析をもとにした作業療法の原理
が説明できる。

1 30 2 ○ ○ ○

40 ○ 基礎作業学 Ⅱ
作業療法 における様 々な作業活動につい
て、基礎的な知識・技術を理解 し、作業療
法の治療手段について説明できる。

1 60 2 O O ○

41 ○ 基礎作業学Ⅲ
作業療法の治療手段としての様々な作業活
動を用いた治療が模擬実践できる。

2 15 1 O ○ ○

42 O 作業療法管理
学

作業療法の職場管理において、求められる
管理業務の基本、臨床教育の基本について

説明できる

3 30 2 ○ ○ 〇



43 ○
作業療法評価
学 I

作業療法評価の概念等の基礎知識や観察及
び検査測定等それぞれの目的と方法を説明
できる。

1 60 4 O ○ ○

44 〇
作業療法評価
学 E

作業療法評価の概念等の基礎知識や観察及
び検査測定等の基礎技法を学び、模擬実践
できる。

2 60 4 〇 O ○

45 O 作業療法評価
学Ⅲ

作業療法評価学で学んだ基礎知識・技術を
もとに、治療的応用について学び、臨床思
考過程を説明・模擬実践できる。

2 60 2 〇 O 〇

46 ○
身体障害治療
学 I

脳血管障害などによる身体障害について、
基本的な作業療法を説明できる。

2 30 2 ○ ○ O

47 ○
身体障害治療
学Ⅱ

身体障害に対する作業療法の評価学、治療
学で学習 した知識・技術を臨床実践へつな
げていくための基本的な作業療法について

模擬実践できる。

2 30 2 ○ O ○

48 O 身体障害治療
学Ⅲ

作業療法治療学および作業療法評価学で学
んだ身体障害領域の知識・技術を模擬実践
できる。

3 30 2 O ○ ○

49 O 精神障害治療
学 I

精神障害作業療法の歴史・概念を理解 し、
精神科領域における基本的な評価や治療法
の考え方を説明できる。

2 30 2 ○ O O

50 O 精神障害治療
学Π

精神科領域において各疾患の特性・障害に
ついて学び、それに応 じた作業療法が模擬
実践できる。

2 60 4 ○ 〇 ○

51 O 精神障害治療
学Ⅲ

精神科領域における作業療法評価 =治療技
法や記録報告などを体験的に学習 し、基本
的な作業療法を模擬実践できる。

3 30 2 ○ 〇 ○

52 O 発達障害治療
学 I

発達障害の領域における代表的疾患に対す
る基本的な作業療法の評価や治療について

説明できる。

2 30 2 ○ ○ ○

53 O 発達障害治療
学 Ⅱ

発達障害領域における代表的疾患に対する

基本的な作業療法が模擬実践できる。
3 60 4 〇 O ○

54 O
老年期障害治
療学 I

老年期の各障害に対する作業療法の評価
学、治療学で学習した知識・技術を臨床実
践へつなげていくための基本的な作業療法
について模擬実践できる。

2 30 2 ○ ○ ○

55 ○
老年期障害治
療学 Ⅱ

高齢期の加齢に伴 う身体及び精神機能面に

おける変化と、高齢期障害に対する基本的

な作業療法について説明できる。

3 30 2 ○ O O

56 ○
日常生活活動
学 I

日常生活活動の概念について理解し、代表
的なADL評価を学び、日常生活活動に対する
基本的な活動・動作について説明できる。

2 60 4 O 〇 ○

57 ○
日常生活活動
学 Ⅱ

日常生活活動に対する基本的な作業療法に
ついて模擬実践できる。また、住環境整備
と支援機器に関わる基本的な作業療法につ

いて模擬実践できる。

2 60 4 〇 O ○



58 ○
高次脳機能障
害治療学 I

中枢性疾患に重要な高次脳機能の概念や治
療の基本が説明できる。

2 30 2 ○ ○ ○

59 ○
高次脳機能障
害治療学Ⅱ

高次脳機能の各障害ごとの臨床像・生活上
の問題を把握し、その評価方法とリハアプ
ローチができる。

3 30 2 O 〇 〇

60 ○ 義肢装具学
義肢装具に関わる基本的な作業療法につい
て説明できる。また、スプリントの作成が
できる。

3 30 2 ○ ○ ○

61 O
地域作業療法
学 I

地域における基本的な作業療法について説
明できる。

2 30 2 ○ ○ 〇

62 O
地域作業療法
学 ロ

地域福祉の概念・思想・実践方法について総括的に

説明できる。実際の現場において地域医療における
作業療法士に求められる役割や地域包括ケアシステ
ムについて説明できる。

2 30 2 ○ O O

63 ○ 臨床見学実習
臨床場面において、対象者との接し方や他
のスタッフとの関わりができる。

2 40 1 ○ O ○ O ○

64 ○ 臨床評価実習
臨床場面において、対象者について評価を
行い、プログラム立案ができる。

3 200 5 O ○ 〇 ○ ○

65 O 臨床実習 I

各疾病・各年齢層の対象者について評価・

問題点の抽出～再評価までの流れ を把握
し、実習教育者の下で作業療法を実践でき
る。

3 400 10 O O O O ○

66 ○ 臨床実習Ⅱ

各疾病・各年齢層の対象者について評価・

問題点の抽出～再評価までの流れ を把握
し、実習教育者の下で作業療法を実践でき
る。

4 400 10 〇 O O O ○

67 O 作業療法特論
I

業界で即戦力となるために、最近の情勢の

変化に対応すべ く先進的な学習・演習を行
い、現在もっとも求め られている実践的な

能力を身につける。

1 15 1 〇 ○ 〇

68 ○
作業療法特論
Ⅱ

業界で即戦力となるために、最近の情勢の

変化に対応すべ く先進的な学習・演習を行
い、現在もっとも求め られている実践的な

能力を身につける。

1 15 1 ○ O 〇

69 O 作業療法特論
Ⅲ

業界で即戦力となるために、最近の情勢の
変化に対応すべく先進的な学習・演習を行
い、現在もっとも求められている実践的な
能力を身につける。

2 15 1 〇 ○ O

70 ○
作業療法特論
Ⅳ

業界で即戦力となるために、最近の情勢の

変化に対応すべ く先進的な学習・演習を行
い、現在もっとも求められている実践的な

能力を身につける。

2 15 1 ○ ○ 〇

71 O 作業療法特論
V

業鼻で即戦力となるために、最近の情勢の

変化に対応すべ く先進的な学習・演習を行
い、現在もっとも求められている実践的な

能力を身につける。

3 15 1 〇 ○ ○

72 O 作業療法総合
演習 I

目標を達成するための集団学習を行い、課
題に挑戦 し、医療現場で求められるチーム
ワークを実践でき、作業療法士に必要な知
識を総合的に説明できる。

4 60 4 〇 ○ 〇

73 ○
作業療法総合
演習 Ⅱ

目標を達成するための集団学習を行い、課
題に挑戦 し、医療現場で求められるチーム

ワークを実践でき、作業療法士に必要な知

識を総合的に説明できる。

4 60 4 ○ O O



74 O 作業療法総合
演習Ⅲ

目標を達成するための集団学習を行い、課
題に挑戦 し、医療現場で求められるチーム

ワークを実践でき、作業療法士に必要な知

識を総合的に説明できる。

4 4 O O ○

75 〇
作業療法総合
演習Ⅳ

目標を達成するための集団学習を行い、課
題に挑戦し、医療現場で求められるチーム
ワークを実践でき、作業療法士に必要な知
識を総合的に説明できる。

4 60 4 ○ ○ ○

76 O 作業療法総合
演習V

目標を達成するための集団学習を行い、課
題に挑戦し、医療現場で求められるチーム
ワークを実践でき、作業療法士に必要な知
識を総合的に説明できる。

4 60 4 ○ 〇 ○

77 O 作業療法総合
演習Ⅵ

目標を達成するための集団学習を行い、課
題に挑戦 し、医療現場で求められるチーム

ワークを実践でき、作業療法士に必要な知

識を総合的に説明できる。

4 60 4 ○ O ○

78 ○
作業療法総合
演習Ⅶ

目標を達成するための集団学習を行い、課
題に挑戦し、医療現場で求められるチーム
ワークを実践でき、作業療法士に必要な知
識を総合的に説明できる。

4 60 4 〇 O 〇

79 ○ 海外実学研修

実際に海外施設の見学や体験を通 して、海
外の医療制度や リハビリテーション専門教
育の違い、さらにはリハ ビリテーションの

実際について説明できる。

2 15 1 O ○ O

80 O
国際 リハ ビリ
テー ションセ

ミナー

海外の医療制度や リハ ビリテーション専門
教育の違い、さらにはリハ ビリテーション
の実際について説明できる。

2 15 1 O ○ 〇

合 計 0 188単位 (単位時間 )

卒業要件及び履修方法 侵菜期 剖等

当該学年において、履修すべき学科日のうち、履修を認定されない学
科目 (不合格)が 1科 日以上あれば卒業できない。また、履修すべき
学科目のいずれかについて、出席回数が総授業回数の 3分の 2未満の
者は卒業できない。

卒業要件 1学年の学期区分 2期

1学期の授業期間 15週請義・演習・実技・実習のいずれかにより、またはこれらの併用によ
り行う。

履修方法

司 ―の授業科日について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
については、主たる方法についてOを付し、その他の方法について△を付すこと。

2 企業等との連携については、実施要項の3(3)の 要件に該当する授業科目についてOを付すこと。


